
4月16日(木) 新任式・始業式 

熊澤耕生校長他、合計 10名の教職員の方々をお迎えし、新任式を行いました。 
熊澤校長は、「一致団結して頑張っていきたい。お互い元気にあいさつを交わすことから始

めよう。」と述べられました。 
続いて、前期始業式を行いました。 
熊澤校長は次のことを話されました。 
①出校日１日１日を大切にしてもらいたい。 
②今、自分ができる事、やるべき事をしっかり見定めてもらいたい。 
③自分ができる事に最善を尽くし、「今」に集中してもらいたい。 
④感染拡大防止は、一人一人の意識が大切。学校だけでなく地域全体を考えて行動しても

らいたい。 
 

4月17日(金) 入学式 

171名の新入生を迎え、令和２年度の入学式を行いました。 
熊澤耕生校長は式辞で、「高校生活は無限の可能性を秘めている。何事にも挑戦してもらい

たい。また、社会人となる土台作りをしっかり行うためにも、『真実為原』の校訓を実践で

きる人材になってもらいたい。」と述べられました。 
新入生を代表し石山千夏さんは、「今年創立１００周年を迎える由利高等学校の一員として

の誇りと責任を持ち、これまでの歴史と伝統を継承するように文武両道に励むことを誓い

ます。」と力強く誓いの言葉を述べました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


